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はじめに
　眼科では、網膜剥離・糖尿病網膜症の手術の際、硝
子体中にガスを注入することが多くある。
　比重の軽いガスを注入することで、その浮力により
網膜が押しつけられる原理を用いたもので、手術後下
向きの体位（以後FDとする）を保持することが必要
となる。
　眼科の特徴上、通常は水が眼に入らぬよう仰臥位で
洗髪するが、上記のような患者は術後数日を経て洗髪
の許可が出ても、“FDで”という指示がほとんどで
ある。術後、FDと安静を強いられ、長期間洗髪でき
なかった患者は喜びも大きいが、その反面、FDで洗
髪することによって“手術後の眼に水がはいらないか”
という不安も大きい。
　また、縫合糸のある状態や抜糸後は、シャンプー液
や汚水による炎症・感染の危険性もある。
　看護婦も洗髪の時、眼への水の侵入がないように工
夫していたが、これといった方法が見つからなかった。
　今回私たちは、FDでの洗髪の際、眼が水で濡れな
いだけでなく、器具使用時に苦痛がなく使い易いもの、
耐久性があり、安価であること等を考慮し、器具を考
案・研究してみようと考えた。
方法
1．FDで洗髪する際、患者が不安に思うことについ
　ての聞き取り調査を行う。
2．上記調査を参考に器具の考案・作成を行う。
　〈作成にあたり考慮したポイント〉
①眼周囲が濡れない
　②器具使用にあたり苦痛がない
③使用の簡易さ：誰が使用しても等しく使用でき、
　　洗髪し易く、着脱し易い
　④耐久性がある
　⑤作成費用：安価である
3．スタッフ間で洗髪実施
　（1）器具を使用しない洗髪
　（2）器具を使用した洗髪
（3）条件を下記のように統一した上で、（1）（2）それ
　ぞれの場合において、水濡れの程度、身体への負
　担チェック（血圧、脈拍測定）
（DFD
②坐位
③シャンプーの1回量：1Sme
④顔の角度：床と平行
⑤テープの種類：3Mテープ（巾12．5mm）
⑥メンポガーゼ（7×7．5mm）4枚：両眼をメン
　　ポガーゼを2枚重ね、2っ折りとしたもので覆
　　い、テープで縦2ケ所を止める
⑦時間：すすぎ　30秒
　　　　洗い（シャンプー）5分
　　　　すすぎ　3分
⑧自動血圧計で血圧と脈拍の測定（洗髪前後）
⑨水量と温度の設定：蛇口に印を付け、水量と温
　度が一定になるように統一する
（4）結果に基づき、器具の改良
結果
1．聴き取り調査
　　（FDで洗髪する際、患者が不安に思うことについて）
　・眼の中に水やシャンプーが入ることを不安に思っ
　　ている人が多い
2．聞き取り調査の結果を参考にした器具の改良作成
　過程
　①器具を使用しない洗髪
　・メンポガーゼの濡れる程度は約50～60g
　・メンポガーゼは水を含み、目にも水の侵入を感じ
　　た
　②器具を使用した洗髪
　市販のシャンプーハットは、装着の際、一度首まで
下げて額に当てるため、眼を圧迫する恐れがあり、ま
た、頭部の大きさには個人差があるため、大きさを調
節できるものが必要である。そこで、大きさを調節で
き、装着時に眼を圧迫しないようにするため、シャン
プーハットにマジックテープを取り付け、調節可能な
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なものにした。　（A～D）
〈図A使用〉
　・メンポガーゼの濡れる程度は50～65g
　・シャンプーハットの内側を切り取った
　　ため密着性が悪くなり、接続部と側面
　　からの水漏れが多い
　・つばがあるため洗いにくい
　・水圧により、つばが途中で折れてくる
く図B使用〉
　・メンポガーゼの濡れる程度は50～60g
　・つばがとれ、手を動かし易く、洗い易
　　くなった
　・接続部と側面からの水漏れは、図Aと
　　変わらない
〈図C使用〉
　・メンポガーゼの濡れる程度は0～20g
　・内側を切り取らなかったことにより、
　　頭皮との密着性が増し、後ろのマジッ
　　クテープからの水漏れはかなり減少し
　　た
　・水は顎にはかかるが、眼にはあまりか
　　からない
〈図D使用〉
　・メンポガーゼの濡れる程度は5～30g
　・マジックテープの接続が難しくなり、
　　装着するのに時間がかかる
　・甲皮との密着性が悪く、後頭部よりか
　　なり水漏れがあり、眼にもかかる
く図C耳出し〉
　・メンポガーゼの濡れる程度は0～10g
　・耳を器具の上に出したところ、頭皮と
　　の密着性が増し、接続部からの水漏れ
　　のみで、眼にはほとんどかからない
　・洗髪できる範囲がひろがり、実施者も
　　洗髪し易く、着脱も簡単である。
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①市販円形のシャンプーハットの
　後部をカットし、頭部に接する
　内側の部分を0．5c皿カット
②マジックテープをアロンアルフ
　ァで接着
⑧発泡ポリエチレンを適当な形に
　切り、シャンプーハットにアロ
　ンアルファで接着
④市販ケープ
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　　　　　（前）
①頭部に接する内側の部分をカッ
　トしないシャンプーハット
②マジックテープ
⑧市販ケープ
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図Aより⑧を除去
（後）
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　　　　　（前）
①頭部に接する内側の部分をカッ
　トしないシャンプーハット
②マジックテープ
⑧市販ケープ
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FDで洗髪することにより、患者が不安に思うことに
ついての聞き取り調査
FDで洗髪する際の患者が不安に思うことについて、
3つの答えで記入して下さい。
　①非常に心配である　　②心配である
　③あまり心配ではない
① ② ③
1．眼の中にシャンプーが入らないか 1 3 3
2．眼の中に水が入らないか 0 4 3
3．耳の中に水が入らないか 0 1 6
4．口の中に水が入らないか 0 1 6
5．鼻の中に水が入らないか 0 3 4
6．パジャマがぬれないか 0 1 6
7．息が苦しくないか 2 1 4
8．洗う時の振動が眼に影響を与えないか 1 1 5
9．すみずみまで、きれいに洗ってもらえるか 0 0 7
10．シャンプーをきちんと洗い流してもらえるか 0 1 6
＜図1＞　水濡れの程度
・器具を使用しない洗髪　n＝21［］
・器具を使用した洗髪　　n＝20彫
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〈表1＞　器具を使用しない洗髪　　　　　　　　　　く表2＞　器具図C（耳出し）を使用した洗髪
　　　　　　　血圧（収縮期）と脈拍　　n　・＝21　　　　　　　　　血圧（収縮期）と脈拍　　n＝20
洗 髪前 洗 髪後 洗 髪前 洗 髪後
SBP P SBP P SBP P SBP P
103 73 112 80 129 82 121 80
118 65 135 73 127 76 127 92
120 68 123 80 113 81 120 86
120 73 128 72 110 90 116 86
123 75 122 71 124 73 136 86
116 63 121 66 121 78 113 72
125 61 130 55 125 71 114 76
141 71 151 73 103 73 128 82
136 65 118 67 110 85 119 84
130 64 128 66 100 70 106 76
111 73 107 69 108 88 103 89
96 69 106 73 131 68 134 68
108 58 105 61 138 72 134 68
104 75 109 81 110 88 113 98
98 75 104 73 115 97 111 96
ll6 74 104 76 116 98 113 93
102 63 109 72 116 85 114 96
102 85 109 80 103 90 119 91
103 79 122 80 115 68 104 82
120 66 113 76 111 85 109 85
135 83 137 78
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考察
　聞き取り調査の結果より、FDで洗髪する際、眼に
水やシャンプーが入ることを不安に思っている患者が
多いことが読み取れる。
　氏家氏は洗髪の目的として
　①毛髪及び頭皮に付着している皮脂・汗・埃や空気
　　中の塵埃・煤煙による汚れを除去し、毛髪・二皮
　　を清潔にする。
　②心皮をマッサージすることによって血液循環を良
　　好にし、又神経を刺激して毛髪の成長を助ける。
　③毛髪及び頭皮が清潔になり、マッサージによって
　　皮膚の知覚神経終末部の受容器が刺激され、気分
　　を爽やかにする。
と述べている。
　今回、私たちはこの洗髪の目的を果たしながら、患
者の不安軽減を図ることができるような器具を考案し
てみた。
　作成にあたり考慮したポイントに添って、器具を使
用しない洗髪と器具を使用した洗髪〔図C（耳出し）〕
を比較し考察してみる。
　①眼周囲が濡れない
　メンポガーゼの濡れる程度を、器具を使用しない
洗髪と器具を使用した洗髪で比較し、有意差（P〈
0．0001）を認めた。（図1）よって、器具を使用する
ことは有効である。
　②器具使用にあたり苦痛がない
　キャノンの述べているように、人間の生理的機能と
して、心理（不安・緊張）生理（体位等）的ストレス
はカテコールアミンの分泌を増加させ、心拍数の上昇
・心拍出量の増大・末梢血管の収縮を起こす作用があ
る。そこで、身体への影響があるかを知るために血圧、
脈拍の変動を調べた。
　器具を使用しない洗髪における前後の血圧と脈拍の
変化を比較し、有意差（P＞0．05）は認めなかった
（表1）
　器具を使用した場合についても、洗髪前後で血圧と
脈拍の変化には有意差（P＞0．05）は認めなかった。
（表2）
　したがって、器具の使用が身体へ与える影響は少な
く、患者にとってそれが負担となったとはいえない。
　③使用の簡易さ
　メンポガーゼの濡れる程度は、器具を使用した場合
では20例の内18例が0～10g内であり、このことから
実施者により密着性に差が出ることも無く、一定レベ
ルで洗髪できる。又、着脱はマジックテープの使用で
容易である。
　④耐久性がある
　⑤作成費用
　器具は少なくとも30例は実施でき、単純計算すれば
一例につき約37円となる。
　患者にとって、器具を使用することで不安を取り除
け、感染が予防できるものであれば、37円は決して高
いものではないと考えるが、今後も改良の余地はある。
おわりに
　今回、私たちはFDで洗髪する患者から不安の声を
聞き、この研究に取り組み、考慮した条件を満たす器，
具を作成することができた。
　しかし、実際実施する時点で対象者がおらず、患者
に使用するまでには至らなかったため、患者の不安が
軽減するかは明らかではない。
　又、器具を使用することにより、新たな不安を抱く
事も考えられる。それを追求できなかったことがとて
も残念であり、今後の課題でもある。
　今後、実際患者に使用し修正を重ね、より良い器具
を考案していきたいと思う。
　最後に、聞き取り調査に御協力下さった15東の患者
の皆さん、及び良き指導と助言を与えて下さった15東
のスタッフの方々に深く感謝し、お礼申し上げます。
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